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若
葉
萌
え
る
、
さ
わ
や
か
な

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
で
は
平
成
３０

年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

５５
議
案
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
６
名
の

議
員
に
よ
り
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
議
会
だ
よ
り

が
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
、
か
つ
、
親
し
ま
れ
る
紙
面

を
目
指
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
野
　
口
　
　
　
靖

副
委
員
長
　
青
　
木
　
貴
　
俊

委
　
　
員
　
大
久
保
　
協
　
城

委
　
　
員
　
橋
　
本
　
新
　
一

委
　
　
員
　
湯
　
井
　
廣
　
志

委
　
　
員
　
松
　
村
　
晋
　
之

委
　
　
員
　
窪
　
田
　
行
　
隆

委
　
　
員
　
針
　
谷
　
賢
　
一
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委
　

員
　

長
　
橋
本
　
新
一

副
委
員
長
　
丸
山
　
　
保

委
　
　
員
　
湯
井
　
廣
志

委
　
　
員
　
窪
田
　
行
隆

委
　
　
員
　
茂
木
　
光
雄

委
　
　
員
　
針
谷
　
賢
一

委
　
　
員
　
隅
田
川
徳
一

ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
・

療
育
カ
ル
テ
に
つ
い
て

ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
・

療
育
カ
ル
テ
に
つ
い
て

市
立
図
書
館
に
つ
い
て

市
立
図
書
館
に
つ
い
て

視
察
年
月
日
●
平
成
２９
年
１０
月
２５
日
（
水
）・
２７
日
（
金
）

場
　
　
　
所
●
北
海
道
函
館
市
・
青
森
県
つ
が
る
市

3
月
定
例
会
の

あ

ら

ま

し

3
月
定
例
会
の

あ

ら

ま

し

　
定
例
会
は
、
２
月
２７
日
か
ら
３
月
１９

日
ま
で
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
５５
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
２７
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
５４
件
を
上
程
、

　
　
　
　
う
ち
３８
議
案
を
即
決
。

◆
２
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会
、

　
　
　
　
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◆
８
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◆
１４
・
１５
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◆
１９
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
１６
件
を
可
決
。

　
　
　
　
追
加
議
案
１
件
を
即
決
。

　
定
例
会
は
、
２
月
２７
日
か
ら
３
月
１９

日
ま
で
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
５５
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
２７
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
５４
件
を
上
程
、

　
　
　
　
う
ち
３８
議
案
を
即
決
。

◆
２
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会
、

　
　
　
　
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◆
８
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◆
１４
・
１５
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◆
１９
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
１６
件
を
可
決
。

　
　
　
　
追
加
議
案
１
件
を
即
決
。

　
函
館
市
で
は
、
子
ど
も
の
成

長
発
達
過
程
に
お
い
て
障
が
い

や
そ
の
疑
い
の
あ
る
子
に
対
し
、

早
期
に
発
見
し
適
切
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
小
冊

子
「
ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
」
、

「
療
育
カ
ル
テ
」
を
平
成
２０
年

度
に
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
作

成
経
緯
や
利
用
状
況
及
び
効
果

や
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
視

察
し
、
本
市
の
参
考
に
し
た
く

選
定
し
ま
し
た
。

　「
ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
」
は
、

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
発
達
障

が
い
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を

紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
成

し
、
乳
幼
児
健
康
診
査
の
際
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
実
施
し
て
い
る「
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」
も
、

「
ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
」
同

様
、
障
が
い
児
や
発
達
に
特
別

な
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を

対
象
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
一
貫
し
た
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
保
護
者
と
関
係
機

関
が
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
が
、
先
進

地
施
策
と
し
て
検
証
を
行
い
、

長
所
に
つ
い
て
は
今
後
の
参
考

に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
つ
が
る
市
で
は
、
平
成
４
年

に
誘
致
し
た
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル

つ
が
る
柏
」
内
に
、
市
立
図
書

館
を
開
館
す
る
に
あ
た
り
、
運

営
主
体
を
指
定
管
理
者
と
し
、

そ
こ
に
至
っ
た
経
緯
や
運
営
内

容
等
に
つ
い
て
視
察
し
、
本
市

の
市
立
図
書
館
運
営
の
参
考
に

す
る
た
め
選
定
し
ま
し
た
。

　
つ
が
る
市
は
、「
つ
が
る
市
社

会
教
育
施
設
整
備
基
本
構
想
」

を
策
定
し
、
複
合
型
施
設
の
中

に
計
画
さ
れ
て
い
た
市
立
図
書

館
が
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る

柏
」
別
館
を
活
用
し
、
平
成
２８

年
７
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
つ

が
る
市
に
は
市
立
図
書
館
が
今

ま
で
な
か
っ
た
こ
と
で
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
い
こ
と
か
ら
公
募
に
よ

っ
て
指
定
管
理
者
導
入
を
図
り
、

開
館
時
間
を
長
く
、
休
館
日
も

少
な
く
す
る
こ
と
や
小
中
学
生

向
け
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た

デ
ジ
タ
ル
学
習
教
材
を
導
入
し
、

学
習
支
援
す
る
な
ど
多
く
の
方

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
指
定
管

理
者
の
導
入
あ
る
い
は
建
物
の

老
朽
化
に
対
し
、
今
後
、
図
書

館
の
新
築
な
ど
の
構
想
が
生
じ

た
と
き
に
は
先
進
地
事
例
と
し

て
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
。

会議室にて説明を受ける

会議室にて説明を受ける
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番　号 件　　　　　　　　名 結　　　果

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）
三波川財産区管理会委員の選任について
藤岡市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部改正について
藤岡市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
藤岡市長等の諸給与条例の一部改正について
藤岡市職員の給与に関する条例の一部改正について
藤岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例等の一部改正について
藤岡市交通指導員設置条例の一部改正について
藤岡市国民健康保険条例の一部改正について
藤岡市福祉医療費支給に関する条例の一部改正について
藤岡市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
藤岡市手話言語条例の制定について
藤岡市介護保険条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の制定について
藤岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について
藤岡市小口資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市中小企業設備近代化資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市工場立地法に基づく地域準則条例の制定について
藤岡市市営住宅管理条例の一部改正について
藤岡市特定公共賃貸住宅条例の一部改正について
藤岡市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について
藤岡市公園条例の一部改正について
財産の貸付けについて
字の区域の変更について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
平成２９年度藤岡市一般会計補正予算（第４号）
平成２９年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２９年度藤岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２９年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２９年度藤岡市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市学校給食センター事業特別会計補正予算（第２号）
平成２９年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市簡易水道事業等特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市三波川財産区特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市水道事業会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計補正予算（第１号）
平成３０年度藤岡市一般会計予算
平成３０年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算
平成３０年度藤岡市後期高齢者医療特別会計予算
平成３０年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算
平成３０年度藤岡市介護老人保健施設特別会計予算
平成３０年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成３０年度藤岡市学校給食センター事業特別会計予算
平成３０年度藤岡市下水道事業特別会計予算
平成３０年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
平成３０年度藤岡市簡易水道事業等特別会計予算
平成３０年度藤岡市三波川財産区特別会計予算
平成３０年度藤岡市水道事業会計予算
平成３０年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計予算
平成２９年度藤岡市一般会計補正予算（第５号）

若い人も高齢者も安心できる年金制度である全額国庫負担の最低保障年金制度創設を政府に求める請願
年金支給の隔月支給を毎月支給に改める請願

報告１号
第 １ 号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号
第 ５ 号
第 ６ 号
第 ７ 号
第 ８ 号
第 ９ 号
第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号

第１５号
第１６号

第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号
第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号
第５４号

第 １ 号
第 ２ 号

報 　 　 告
同 意 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）

可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）

可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）

不採択（少数）
不採択（少数）

議 案 等 審 議 結 果 〈 3 月 定 例 会 〉

藤岡市議会だより（30.5.15）７ 藤岡市議会だより（30.5.15）藤岡市議会だより（30.5.15）

録画放映画面です
画面を大きくすることもできます

ココをクリック！

議会中継
録画放映

議会中継
録画放映 をクリック
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新
公
立
藤
岡
総
合
病
院

に
つ
い
て

小
西
　
貴
子

　
　
昨
年
11
月
１
日
の
統
合
後
、

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
等
、
誇
れ
る

も
の
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
医
療
機
能
の
強
化
、
最
高

品
質
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
建
物
は

免
震
構
造
で
、
感
染
症
病
棟
、

血
管
治
療
室
、
内
視
鏡
室
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
等
高
性
能
医
療
機

器
の
導
入
、
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
と
し
て
小
児
科
・
産
婦
人
科

を
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
配
置
、
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
、
緩
和
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
患
者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
大
切
な
市
民
の
命
に
関
わ

る
救
急
医
療
体
制
、
救
急
車
の

受
け
入
れ
と
救
急
外
来
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
救
急
車
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
月
平
均
で
３
６
５
・

８
件
、
収
容
患
者
数
は
月
平
均

３
２
５
３
件
、
収
容
率
は
８９
％
、

１
日
平
均
１０
・
８
件
、
３
６
５

日
２４
時
間
救
急
対
応
し
て
い
ま

す
。
小
児
科
医
師
は
、
西
毛
地

区
輪
番
日
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
と
患
者
の
状

態
を
基
に
、
適
切
に
判
断
し
受

け
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
　
統
合
前
後
の
財
政
面
と
持

続
可
能
な
病
院
経
営
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
入
院
棟
と
外
来
棟
を
分
離

し
た
平
成
１４
年
か
ら
赤
字
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２３
年

度
か
ら
黒
字
に
転
じ
て
い
ま
す
。

統
合
後
、
企
業
債
の
償
還
等
で

厳
し
い
経
営
に
は
な
り
ま
す
が
、

改
善
努
力
等
を
図
り
、
安
全
で

安
定
し
た
医
療
の
提
供
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

生
活
保
護
に
つ
い
て

　
　
本
市
の
現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。�

　
　
生
活
保
護
世
帯
数
２
８
３

世
帯
、
保
護
率
は
０
・
５
３
％

で
す
。
県
内
１１
市
と
比
較
し
ま

す
と
富
岡
市
、
太
田
市
に
次
い

で
３
番
目
に
低
い
保
護
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
生
活
保
護
制
度
は
社
会
に

お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
最
低
限
必
要
で
あ
り
ま
す

が
、最
大
の
問
題
点
は
働
く
意
欲

を
な
く
す
こ
と
、
一
度
受
け
た

ら
そ
の
後
の
自
立
は
難
し
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
、
家
族
の
絆

を
弱
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
が
、
就
労
支

援
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
　
就
労
支
援
に
よ
り
保
護
廃

止
に
な
っ
た
件
数
は
平
成
２７
年

度
９
件
、
平
成
２８
年
度
４
件
、

平
成
２９
年
度
１
月
末
現
在
で
１１

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
つ
い
て

窪
田
　
行
隆

　
　
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の

子
ど
も
に
対
し
て
学
習
指
導
を

行
う
無
料
学
習
塾
を
、
市
内
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
開
い
て
い
ま
す
。

法
人
は
市
の
協
力
で
教
室
を
増

や
し
た
い
意
向
で
す
が
、
問
題

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
確
保

で
す
。
市
は
募
集
に
つ
い
て
情

報
提
供
す
る
べ
き
で
す
。
ま
た

会
場
の
施
設
に
も
配
慮
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
教
員
経
験
者
へ
呼
び
か
け

て
周
知
に
努
め
、
ま
た
市
内
の

大
学
、
学
生
に
対
し
て
も
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
学
習
の
場
に
つ

い
て
も
、
協
力
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
こ
ど
も
食
堂
は
、
食
事
と

温
か
い
団
ら
ん
を
提
供
し
、
安

心
で
き
る
居
場
所
に
な
り
ま
す
。

市
内
で
も
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
経
費

は
主
催
者
が
大
き
く
負
担
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
こ
の
取
り
組

み
が
広
が
る
よ
う
、
経
費
と
こ

ど
も
食
堂
保
険
の
保
険
料
の
補

助
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
運
営
費
の
補
助
や
、
食
中

毒
等
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
険

料
へ
の
補
助
に
つ
い
て
、
協
議

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
の
生
活
実
態
調
査
と
、

対
象
世
帯
や
関
係
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
推

進
す
る
に
は
、
現
状
を
知
る
こ

と
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

調
査
の
必
要
性
や
実
施
方
法
等

に
つ
い
て
、
協
議
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
職
員
に
よ
る

見
守
り
活
動
に
つ
い
て

　
　
独
居
高
齢
者
や
そ
の
他
の

ハ
イ
リ
ス
ク
世
帯
に
対
し
て
、

見
守
り
の
強
化
が
必
要
で
す
。

直
接
携
わ
る
人
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
が
、
本
市
最
大
の
マ

ン
パ
ワ
ー
は
市
職
員
で
す
。
職

員
が
業
務
中
に
市
民
の
異
変
等

に
気
付
い
た
時
に
、
通
報
す
る

ル
ー
ル
と
体
制
を
定
め
る
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

�

　
　
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
は
、
職
員
の
意
識
を
高
め
、

異
変
に
気
付
い
た
場
合
の
通
報

体
制
を
整
え
る
こ
と
は
有
効
な

手
段
と
思
え
ま
す
。
見
守
り
体

制
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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６藤岡市議会だより（30.5.15） 藤岡市議会だより（30.5.15）藤岡市議会だより（30.5.15）

市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？

問い合わせ 　 市議会事務局 140－2377

■6月定例会（予定）

月　　日

6月14日（木）

6月15日（金）

6月18日（月）

6月19日（火）

6月22日（金）

6月25日（月）

6月27日（水）

摘　　要

本 会 議

本 会 議

常任委員会

常任委員会

一 般 質 問

一 般 質 問

本 会 議

時　間

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00�

10：00

　議会は、３・６・９・12月の定例会と随時に開催する臨時会があります。

◎本会議の傍聴
　本会議は、一般の方に公開されて

おり、いつでも傍聴することができ

ます。事前の予約は必要ありません。

　傍聴を希望する本会議の当日に、

傍聴人受付（市役所２階　議会事務

局前）で、受付簿に住所、氏名を記

載し、番号札を持って入場します。

　傍聴される方に議案集の貸し出し

も行っています。

　傍聴人の定員は58人です。

◎委員会の傍聴
　委員会も本会議と同様の手続きで

傍聴することができます。

　傍聴を希望する委員会当日に議会事務局までお越しください。

　日程については、市議会事務局にお問い合わせください。

　また、藤岡市ホームページの「藤岡市議会」→「議会の情報：会議のお知らせ」に

も開催予定日を掲載しています。

※議事の都合により変更となる場合があります。

この議会だよりに掲載してある一般質問は、要約してあります。詳しくは、藤岡市議会

のホームページや市役所相談室、図書館で会議録（5月下旬公開予定）をご覧ください。

藤岡市議会ホームページ 　 http://fujioka.gijiroku.com/



５

防
災
・
減
災
対
策
につ

い
て

内
田
　
裕
美
子

　
　
昨
年
６
月
の
水
防
法
改
正

を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も
浸

水
想
定
区
域
や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行
い
、
速

や
か
に
市
民
に
周
知
し
、
最
大

級
の
豪
雨
に
備
え
る
べ
き
で
す
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

予
定
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
　
平
成
３０
年
度
に
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
す
る
予

定
で
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区

や
自
主
防
災
組
織
が
行
う
避
難

訓
練
を
推
進
し
、
広
報
に
て
災

害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
時
、
要
配
慮
者
で
あ

る
高
齢
者
、障
が
い
者
、妊
産
婦
、

乳
幼
児
、
病
弱
者
等
、
一
般
的

な
避
難
所
で
は
生
活
に
支
障
を

来
す
方
の
た
め
の
避
難
所
と
し

て
、
市
内
12
カ
所
に
福
祉
避
難

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
が
、
近
く

の
学
校
な
ど
の
避
難
所
に
避
難

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
要
配
慮
者
の
方
に
配
慮
し

た
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
あ
ら
か
じ

め
確
保
し
て
い
く
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。�

　
　
要
配
慮
者
に
対
し
て
は
、

生
活
し
や
す
い
環
境
を
優
先
的

に
提
供
す
る
よ
う
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
　
環
境
省
の
ペ
ッ
ト
の
災
害

対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の
ペ
ッ

ト
の
受
け
入
れ
ル
ー
ル
を
事
前

に
定
め
、
混
乱
を
避
け
る
よ
う

に
提
言
し
て
い
ま
す
。
避
難
所

に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
対
応
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
飼
い
主
に
と
っ
て
ペ
ッ
ト

は
、
家
族
と
同
様
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
扱
い
に
つ

い
て
は
あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ル
を

定
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
発
生
後
、
道
路
が
寸

断
さ
れ
た
場
合
、
救
援
物
資
が

す
ぐ
に
避
難
所
に
届
か
な
い
場

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
避
難
所
と
な
る
学
校
等
に

備
蓄
品
を
保
管
し
て
お
く
こ
と

で
、
す
ぐ
に
備
蓄
品
の
利
用
が

可
能
と
な
る
為
、
避
難
所
と
な

る
学
校
へ
の
備
蓄
を
行
う
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
管
理

体
制
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
備
蓄
を
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

関
係
部
署
と
調
整
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の

住
ま
い
の
確
保
に
つ
い
て

中
澤
　
秀
平

�

　
　
市
営
住
宅
の
空
き
室
数
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
　
市
営
住
宅
の
管
理
戸
数
及

び
空
き
室
数
は
、
平
成
２５
年
度

は
、
管
理
戸
数
４
６
５
戸
、
空

き
室
数
２２
戸
で
入
居
率
が
９５
・

２７
％
、
平
成
２９
年
度
は
、
管
理

戸
数
４
６
５
戸
、
空
き
室
数
５３

戸
で
入
居
率
が
８８
・
６
％
で
す
。

毎
年
空
き
室
が
増
加
し
て
い
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
な
ど
が
入
居
し

や
す
い
制
度
体
制
を
図
る
こ
と

で
、
市
営
住
宅
が
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
入
居
し
や
す
い
制
度
体
制

と
し
て
、
入
居
条
件
の
緩
和
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
　
平
成
３０
年
度
よ
り
連
帯
保

証
人
の
条
件
を
、
２
人
と
も
市

内
居
住
か
ら
２
人
の
う
ち
の
１

人
は
県
内
居
住
に
改
正
し
、
緩

和
を
図
り
ま
す
。
今
後
は
単
身

入
居
が
可
能
な
住
宅
を
拡
大
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
入
居
促
進
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
作
り
を
整

え
ま
す
。

市
民
の
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て

�

　
　
群
馬
県
及
び
藤
岡
警
察
署

で
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

数
の
推
移
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
群
馬
県
全
体
で
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
人
数
の
推

移
に
つ
い
て
は
、
平
成
２５
年
が

１，
７
２
４
人
、
平
成
２９
年
が

５，
８
６
７
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
藤
岡
警
察
署
へ
の
自
主
返
納

者
数
の
推
移
は
、
平
成
２５
年
が

３８
人
、
平
成
２９
年
が
１
８
２
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
運
転
免
許
証
返
納
の
際
、

運
転
免
許
経
歴
証
明
書
の
交
付

手
数
料
の
補
助
や
、
タ
ク
シ
ー

券
の
補
助
を
す
る
考
え
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　
運
転
免
許
経
歴
証
明
書
の

交
付
手
数
料
の
補
助
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
タ
ク
シ
ー
券
の
補
助
は
、
市

民
の
足
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
公
共
交
通
と
あ
わ

せ
て
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

3

４

3

旧
公
立
藤
岡
総
合
病
院
、

旧
鬼
石
総
合
支
所
跡
地
に

つ
い
て

茂
木
　
光
雄

　
　
現
状
と
再
活
用
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�

　
　
旧
公
立
藤
岡
総
合
病
院
は
、

市
と
多
野
藤
岡
医
療
事
務
市
町

村
組
合
が
協
働
し
て
、
民
間
事

業
者
等
に
よ
る
施
設
活
用
の
可

能
性
を
調
査
す
る
た
め
の
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
１

月
２４
日
に
事
業
者
説
明
会
、
現

地
見
学
会
を
開
催
し
、
６
事
業

者
が
参
加
し
ま
し
た
。
平
成
３０

年
１
月
２５
日
か
ら
２
月
２８
日
ま

で
、
事
業
者
か
ら
の
提
案
の
受

付
を
行
い
、
３
月
２０
日
、
２２
日
、

２３
日
に
参
加
事
業
者
と
の
対
話

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
形
式
で
実
施
し

ま
す
。
平
成
３０
年
４
月
以
降
に

市
場
調
査
に
参
加
し
た
事
業
者

の
数
や
提
案
の
概
要
を
公
表
し
、

そ
の
提
案
を
参
考
に
し
て
旧
病

院
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
平
成
３０
年

２
月
２
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た

国
土
交
通
省
主
催
の
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
も
参
加
し
、
４
事
業

者
か
ら
建
物
の
活
用
は
難
し
い

が
、
解
体
し
て
更
地
に
す
れ
ば

ニ
ー
ズ
が
見
込
め
る
の
で
は
な

い
か
、
ま
た
、
民
間
事
業
者
が

単
独
利
用
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
で
、
公
共
施
設
も
合

築
ま
た
は
併
設
し
て
、
そ
の
建

設
費
や
賃
料
を
民
間
の
収
入
に

見
込
め
る
よ
う
な
事
業
内
容
が

望
ま
し
い
等
の
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
旧
鬼
石
総
合
支
所
に
つ
い
て

は
、
平
成
２８
年
８
月
か
ら
公
共

施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委

員
会
等
を
７
回
開
催
し
、
活
用

や
処
分
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

委
員
会
や
部
会
で
建
物
の
解
体

の
経
費
、
そ
の
財
源
、
公
文
書

の
保
管
場
所
、
収
納
し
て
い
る

備
品
の
保
管
場
所
等
の
課
題
を

検
討
し
た
結
果
、
全
庁
的
に
公

文
書
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
鬼
石

総
合
支
所
は
当
分
の
間
、
文
書

庫
と
し
て
使
用
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。
現
在
は
行
政
財

産
と
い
う
形
で
活
用
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
条
例
ま
た
は
規

則
、
要
綱
等
の
検
討
に
入
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

子
ど
も
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

�

　
　
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�

　
　
市
内
の
各
学
校
に
お
い
て

は
、
地
域
の
方
に
よ
る
登
下
校

の
見
守
り
な
ど
、
学
校
と
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
状

に
お
い
て
通
学
路
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

環
境
問
題
に
つ
い
て

橋
本
　
新
一

　
　
若
い
市
民
が
地
元
に
住
み

た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
人
口
は
、
平
成
７

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
要
因
は
、
死
亡
者
数
が
出

生
者
数
を
上
回
る
自
然
減
と
、

転
出
者
数
が
転
入
者
を
上
回
る

社
会
減
の
両
方
に
起
因
し
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
へ
の
対
応
と

し
て
は
、
出
生
者
数
を
増
加
さ

せ
る
、
転
入
者
数
を
増
加
さ
せ

る
、
転
出
者
数
を
減
少
さ
せ
る

と
い
う
３
つ
の
視
点
に
沿
っ
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
本
市
の
転
出

超
過
は
、
大
学
等
に
進
学
す
る

た
め
市
外
に
転
出
し
た
若
者
が
、

就
職
の
年
代
に
な
っ
た
と
き
に

市
内
に
戻
っ
て
来
て
い
な
い
こ

と
が
主
な
要
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
若
者
の
地
元
愛
着

心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
内

に
魅
力
的
な
仕
事
の
場
を
作
り
、

Ｕ
タ
ー
ン
等
に
よ
る
若
者
の
転

入
、
定
住
を
促
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
若
者
が
結
婚
や

出
産
を
希
望
し
た
時
、
安
心
し

て
家
族
形
成
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
子
育
て
施
策
の
充
実
や

安
定
し
た
労
働
環
境
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

　
　
地
元
愛
着
心
を
高
め
る
具

体
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
地
元
愛
着
心
を
高
め
る
た

め
に
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら
地

域
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
世
界
文
化
遺
産
富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
の
構
成

資
産
で
あ
る
高
山
社
跡
の
歴
史

的
価
値
に
つ
い
て
学
ぶ
高
山
社

学
や
、
数
学
者
で
あ
る
関
孝
和

先
生
に
ち
な
ん
だ
算
学
塾
を
実

施
し
、
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
に

誇
り
を
持
つ
子
ど
も
達
を
育
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

伝
わ
る
郷
土
芸
能
や
伝
統
行
事

の
継
承
と
後
継
者
の
育
成
や
、

市
内
に
存
在
す
る
貴
重
な
文
化

財
な
ど
の
保
護
、
保
存
、
普
及

に
努
め
、
そ
の
歴
史
的
価
値
や

文
化
に
つ
い
て
学
べ
る
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
環
境
美
化
活
動
の
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
市
内
の
環
境
美
化
に
つ
い

て
は
、
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
岐
に
わ
た

り
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
市
が
関
係
す
る
活
動
は
、

地
域
美
化
活
動
推
進
事
業
や
地

域
美
化
清
掃
、
河
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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防
災
・
減
災
対
策
につ

い
て

内
田
　
裕
美
子

　
　
昨
年
６
月
の
水
防
法
改
正

を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も
浸

水
想
定
区
域
や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行
い
、
速

や
か
に
市
民
に
周
知
し
、
最
大

級
の
豪
雨
に
備
え
る
べ
き
で
す
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

予
定
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
　
平
成
３０
年
度
に
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
す
る
予

定
で
す
。
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区

や
自
主
防
災
組
織
が
行
う
避
難

訓
練
を
推
進
し
、
広
報
に
て
災

害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
時
、
要
配
慮
者
で
あ

る
高
齢
者
、障
が
い
者
、妊
産
婦
、

乳
幼
児
、
病
弱
者
等
、
一
般
的

な
避
難
所
で
は
生
活
に
支
障
を

来
す
方
の
た
め
の
避
難
所
と
し

て
、
市
内
12
カ
所
に
福
祉
避
難

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
が
、
近
く

の
学
校
な
ど
の
避
難
所
に
避
難

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
要
配
慮
者
の
方
に
配
慮
し

た
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
あ
ら
か
じ

め
確
保
し
て
い
く
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。�

　
　
要
配
慮
者
に
対
し
て
は
、

生
活
し
や
す
い
環
境
を
優
先
的

に
提
供
す
る
よ
う
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
　
環
境
省
の
ペ
ッ
ト
の
災
害

対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の
ペ
ッ

ト
の
受
け
入
れ
ル
ー
ル
を
事
前

に
定
め
、
混
乱
を
避
け
る
よ
う

に
提
言
し
て
い
ま
す
。
避
難
所

に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
対
応
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
飼
い
主
に
と
っ
て
ペ
ッ
ト

は
、
家
族
と
同
様
、
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
扱
い
に
つ

い
て
は
あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ル
を

定
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
発
生
後
、
道
路
が
寸

断
さ
れ
た
場
合
、
救
援
物
資
が

す
ぐ
に
避
難
所
に
届
か
な
い
場

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
避
難
所
と
な
る
学
校
等
に

備
蓄
品
を
保
管
し
て
お
く
こ
と

で
、
す
ぐ
に
備
蓄
品
の
利
用
が

可
能
と
な
る
為
、
避
難
所
と
な

る
学
校
へ
の
備
蓄
を
行
う
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
管
理

体
制
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
備
蓄
を
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

関
係
部
署
と
調
整
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の

住
ま
い
の
確
保
に
つ
い
て

中
澤
　
秀
平

�
　
　
市
営
住
宅
の
空
き
室
数
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
　
市
営
住
宅
の
管
理
戸
数
及

び
空
き
室
数
は
、
平
成
２５
年
度

は
、
管
理
戸
数
４
６
５
戸
、
空

き
室
数
２２
戸
で
入
居
率
が
９５
・

２７
％
、
平
成
２９
年
度
は
、
管
理

戸
数
４
６
５
戸
、
空
き
室
数
５３

戸
で
入
居
率
が
８８
・
６
％
で
す
。

毎
年
空
き
室
が
増
加
し
て
い
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
な
ど
が
入
居
し

や
す
い
制
度
体
制
を
図
る
こ
と

で
、
市
営
住
宅
が
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
入
居
し
や
す
い
制
度
体
制

と
し
て
、
入
居
条
件
の
緩
和
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
　
平
成
３０
年
度
よ
り
連
帯
保

証
人
の
条
件
を
、
２
人
と
も
市

内
居
住
か
ら
２
人
の
う
ち
の
１

人
は
県
内
居
住
に
改
正
し
、
緩

和
を
図
り
ま
す
。
今
後
は
単
身

入
居
が
可
能
な
住
宅
を
拡
大
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
入
居
促
進
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
作
り
を
整

え
ま
す
。

市
民
の
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て

�

　
　
群
馬
県
及
び
藤
岡
警
察
署

で
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

数
の
推
移
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
群
馬
県
全
体
で
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
人
数
の
推

移
に
つ
い
て
は
、
平
成
２５
年
が

１，
７
２
４
人
、
平
成
２９
年
が

５，
８
６
７
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
藤
岡
警
察
署
へ
の
自
主
返
納

者
数
の
推
移
は
、
平
成
２５
年
が

３８
人
、
平
成
２９
年
が
１
８
２
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
運
転
免
許
証
返
納
の
際
、

運
転
免
許
経
歴
証
明
書
の
交
付

手
数
料
の
補
助
や
、
タ
ク
シ
ー

券
の
補
助
を
す
る
考
え
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　
運
転
免
許
経
歴
証
明
書
の

交
付
手
数
料
の
補
助
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
タ
ク
シ
ー
券
の
補
助
は
、
市

民
の
足
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
公
共
交
通
と
あ
わ

せ
て
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

3

４

3

旧
公
立
藤
岡
総
合
病
院
、

旧
鬼
石
総
合
支
所
跡
地
に

つ
い
て

茂
木
　
光
雄

　
　
現
状
と
再
活
用
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�

　
　
旧
公
立
藤
岡
総
合
病
院
は
、

市
と
多
野
藤
岡
医
療
事
務
市
町

村
組
合
が
協
働
し
て
、
民
間
事

業
者
等
に
よ
る
施
設
活
用
の
可

能
性
を
調
査
す
る
た
め
の
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
１

月
２４
日
に
事
業
者
説
明
会
、
現

地
見
学
会
を
開
催
し
、
６
事
業

者
が
参
加
し
ま
し
た
。
平
成
３０

年
１
月
２５
日
か
ら
２
月
２８
日
ま

で
、
事
業
者
か
ら
の
提
案
の
受

付
を
行
い
、
３
月
２０
日
、
２２
日
、

２３
日
に
参
加
事
業
者
と
の
対
話

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
形
式
で
実
施
し

ま
す
。
平
成
３０
年
４
月
以
降
に

市
場
調
査
に
参
加
し
た
事
業
者

の
数
や
提
案
の
概
要
を
公
表
し
、

そ
の
提
案
を
参
考
に
し
て
旧
病

院
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
平
成
３０
年

２
月
２
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た

国
土
交
通
省
主
催
の
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
も
参
加
し
、
４
事
業

者
か
ら
建
物
の
活
用
は
難
し
い

が
、
解
体
し
て
更
地
に
す
れ
ば

ニ
ー
ズ
が
見
込
め
る
の
で
は
な

い
か
、
ま
た
、
民
間
事
業
者
が

単
独
利
用
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
で
、
公
共
施
設
も
合

築
ま
た
は
併
設
し
て
、
そ
の
建

設
費
や
賃
料
を
民
間
の
収
入
に

見
込
め
る
よ
う
な
事
業
内
容
が

望
ま
し
い
等
の
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
旧
鬼
石
総
合
支
所
に
つ
い
て

は
、
平
成
２８
年
８
月
か
ら
公
共

施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委

員
会
等
を
７
回
開
催
し
、
活
用

や
処
分
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

委
員
会
や
部
会
で
建
物
の
解
体

の
経
費
、
そ
の
財
源
、
公
文
書

の
保
管
場
所
、
収
納
し
て
い
る

備
品
の
保
管
場
所
等
の
課
題
を

検
討
し
た
結
果
、
全
庁
的
に
公

文
書
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
鬼
石

総
合
支
所
は
当
分
の
間
、
文
書

庫
と
し
て
使
用
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。
現
在
は
行
政
財

産
と
い
う
形
で
活
用
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
条
例
ま
た
は
規

則
、
要
綱
等
の
検
討
に
入
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

子
ど
も
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

�

　
　
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�

　
　
市
内
の
各
学
校
に
お
い
て

は
、
地
域
の
方
に
よ
る
登
下
校

の
見
守
り
な
ど
、
学
校
と
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
状

に
お
い
て
通
学
路
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

環
境
問
題
に
つ
い
て

橋
本
　
新
一

　
　
若
い
市
民
が
地
元
に
住
み

た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
人
口
は
、
平
成
７

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
要
因
は
、
死
亡
者
数
が
出

生
者
数
を
上
回
る
自
然
減
と
、

転
出
者
数
が
転
入
者
を
上
回
る

社
会
減
の
両
方
に
起
因
し
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
へ
の
対
応
と

し
て
は
、
出
生
者
数
を
増
加
さ

せ
る
、
転
入
者
数
を
増
加
さ
せ

る
、
転
出
者
数
を
減
少
さ
せ
る

と
い
う
３
つ
の
視
点
に
沿
っ
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
本
市
の
転
出

超
過
は
、
大
学
等
に
進
学
す
る

た
め
市
外
に
転
出
し
た
若
者
が
、

就
職
の
年
代
に
な
っ
た
と
き
に

市
内
に
戻
っ
て
来
て
い
な
い
こ

と
が
主
な
要
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
若
者
の
地
元
愛
着

心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
内

に
魅
力
的
な
仕
事
の
場
を
作
り
、

Ｕ
タ
ー
ン
等
に
よ
る
若
者
の
転

入
、
定
住
を
促
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
若
者
が
結
婚
や

出
産
を
希
望
し
た
時
、
安
心
し

て
家
族
形
成
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
子
育
て
施
策
の
充
実
や

安
定
し
た
労
働
環
境
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

　
　
地
元
愛
着
心
を
高
め
る
具

体
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
地
元
愛
着
心
を
高
め
る
た

め
に
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら
地

域
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
世
界
文
化
遺
産
富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
の
構
成

資
産
で
あ
る
高
山
社
跡
の
歴
史

的
価
値
に
つ
い
て
学
ぶ
高
山
社

学
や
、
数
学
者
で
あ
る
関
孝
和

先
生
に
ち
な
ん
だ
算
学
塾
を
実

施
し
、
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
に

誇
り
を
持
つ
子
ど
も
達
を
育
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

伝
わ
る
郷
土
芸
能
や
伝
統
行
事

の
継
承
と
後
継
者
の
育
成
や
、

市
内
に
存
在
す
る
貴
重
な
文
化

財
な
ど
の
保
護
、
保
存
、
普
及

に
努
め
、
そ
の
歴
史
的
価
値
や

文
化
に
つ
い
て
学
べ
る
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
環
境
美
化
活
動
の
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
市
内
の
環
境
美
化
に
つ
い

て
は
、
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
岐
に
わ
た

り
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
市
が
関
係
す
る
活
動
は
、

地
域
美
化
活
動
推
進
事
業
や
地

域
美
化
清
掃
、
河
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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新
公
立
藤
岡
総
合
病
院

に
つ
い
て

小
西
　
貴
子

　
　
昨
年
11
月
１
日
の
統
合
後
、

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
等
、
誇
れ
る

も
の
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
医
療
機
能
の
強
化
、
最
高

品
質
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
建
物
は

免
震
構
造
で
、
感
染
症
病
棟
、

血
管
治
療
室
、
内
視
鏡
室
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
等
高
性
能
医
療
機

器
の
導
入
、
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
と
し
て
小
児
科
・
産
婦
人
科

を
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
配
置
、
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
、
緩
和
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
患
者
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
大
切
な
市
民
の
命
に
関
わ

る
救
急
医
療
体
制
、
救
急
車
の

受
け
入
れ
と
救
急
外
来
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
救
急
車
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
月
平
均
で
３
６
５
・

８
件
、
収
容
患
者
数
は
月
平
均

３
２
５
３
件
、
収
容
率
は
８９
％
、

１
日
平
均
１０
・
８
件
、
３
６
５

日
２４
時
間
救
急
対
応
し
て
い
ま

す
。
小
児
科
医
師
は
、
西
毛
地

区
輪
番
日
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
と
患
者
の
状

態
を
基
に
、
適
切
に
判
断
し
受

け
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
　
統
合
前
後
の
財
政
面
と
持

続
可
能
な
病
院
経
営
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
入
院
棟
と
外
来
棟
を
分
離

し
た
平
成
１４
年
か
ら
赤
字
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２３
年

度
か
ら
黒
字
に
転
じ
て
い
ま
す
。

統
合
後
、
企
業
債
の
償
還
等
で

厳
し
い
経
営
に
は
な
り
ま
す
が
、

改
善
努
力
等
を
図
り
、
安
全
で

安
定
し
た
医
療
の
提
供
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

生
活
保
護
に
つ
い
て

　
　
本
市
の
現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。�

　
　
生
活
保
護
世
帯
数
２
８
３

世
帯
、
保
護
率
は
０
・
５
３
％

で
す
。
県
内
１１
市
と
比
較
し
ま

す
と
富
岡
市
、
太
田
市
に
次
い

で
３
番
目
に
低
い
保
護
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
生
活
保
護
制
度
は
社
会
に

お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
最
低
限
必
要
で
あ
り
ま
す

が
、最
大
の
問
題
点
は
働
く
意
欲

を
な
く
す
こ
と
、
一
度
受
け
た

ら
そ
の
後
の
自
立
は
難
し
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
、
家
族
の
絆

を
弱
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
が
、
就
労
支

援
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
　
就
労
支
援
に
よ
り
保
護
廃

止
に
な
っ
た
件
数
は
平
成
２７
年

度
９
件
、
平
成
２８
年
度
４
件
、

平
成
２９
年
度
１
月
末
現
在
で
１１

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
つ
い
て

窪
田
　
行
隆

　
　
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の

子
ど
も
に
対
し
て
学
習
指
導
を

行
う
無
料
学
習
塾
を
、
市
内
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
開
い
て
い
ま
す
。

法
人
は
市
の
協
力
で
教
室
を
増

や
し
た
い
意
向
で
す
が
、
問
題

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
確
保

で
す
。
市
は
募
集
に
つ
い
て
情

報
提
供
す
る
べ
き
で
す
。
ま
た

会
場
の
施
設
に
も
配
慮
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
教
員
経
験
者
へ
呼
び
か
け

て
周
知
に
努
め
、
ま
た
市
内
の

大
学
、
学
生
に
対
し
て
も
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
学
習
の
場
に
つ

い
て
も
、
協
力
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
こ
ど
も
食
堂
は
、
食
事
と

温
か
い
団
ら
ん
を
提
供
し
、
安

心
で
き
る
居
場
所
に
な
り
ま
す
。

市
内
で
も
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
経
費

は
主
催
者
が
大
き
く
負
担
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
こ
の
取
り
組

み
が
広
が
る
よ
う
、
経
費
と
こ

ど
も
食
堂
保
険
の
保
険
料
の
補

助
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
運
営
費
の
補
助
や
、
食
中

毒
等
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
険

料
へ
の
補
助
に
つ
い
て
、
協
議

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
の
生
活
実
態
調
査
と
、

対
象
世
帯
や
関
係
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
推

進
す
る
に
は
、
現
状
を
知
る
こ

と
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

調
査
の
必
要
性
や
実
施
方
法
等

に
つ
い
て
、
協
議
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
職
員
に
よ
る

見
守
り
活
動
に
つ
い
て

　
　
独
居
高
齢
者
や
そ
の
他
の

ハ
イ
リ
ス
ク
世
帯
に
対
し
て
、

見
守
り
の
強
化
が
必
要
で
す
。

直
接
携
わ
る
人
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
が
、
本
市
最
大
の
マ

ン
パ
ワ
ー
は
市
職
員
で
す
。
職

員
が
業
務
中
に
市
民
の
異
変
等

に
気
付
い
た
時
に
、
通
報
す
る

ル
ー
ル
と
体
制
を
定
め
る
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

�

　
　
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
は
、
職
員
の
意
識
を
高
め
、

異
変
に
気
付
い
た
場
合
の
通
報

体
制
を
整
え
る
こ
と
は
有
効
な

手
段
と
思
え
ま
す
。
見
守
り
体

制
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？

問い合わせ 　 市議会事務局 140－2377

■6月定例会（予定）

月　　日

6月14日（木）

6月15日（金）

6月18日（月）

6月19日（火）

6月22日（金）

6月25日（月）

6月27日（水）

摘　　要

本 会 議

本 会 議

常任委員会

常任委員会

一 般 質 問

一 般 質 問

本 会 議

時　間

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00�

10：00

　議会は、３・６・９・12月の定例会と随時に開催する臨時会があります。

◎本会議の傍聴
　本会議は、一般の方に公開されて

おり、いつでも傍聴することができ

ます。事前の予約は必要ありません。

　傍聴を希望する本会議の当日に、

傍聴人受付（市役所２階　議会事務

局前）で、受付簿に住所、氏名を記

載し、番号札を持って入場します。

　傍聴される方に議案集の貸し出し

も行っています。

　傍聴人の定員は58人です。

◎委員会の傍聴
　委員会も本会議と同様の手続きで

傍聴することができます。

　傍聴を希望する委員会当日に議会事務局までお越しください。

　日程については、市議会事務局にお問い合わせください。

　また、藤岡市ホームページの「藤岡市議会」→「議会の情報：会議のお知らせ」に

も開催予定日を掲載しています。

※議事の都合により変更となる場合があります。

この議会だよりに掲載してある一般質問は、要約してあります。詳しくは、藤岡市議会

のホームページや市役所相談室、図書館で会議録（5月下旬公開予定）をご覧ください。

藤岡市議会ホームページ 　 http://fujioka.gijiroku.com/
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番　号 件　　　　　　　　名 結　　　果

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）
三波川財産区管理会委員の選任について
藤岡市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部改正について
藤岡市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
藤岡市長等の諸給与条例の一部改正について
藤岡市職員の給与に関する条例の一部改正について
藤岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例等の一部改正について
藤岡市交通指導員設置条例の一部改正について
藤岡市国民健康保険条例の一部改正について
藤岡市福祉医療費支給に関する条例の一部改正について
藤岡市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
藤岡市手話言語条例の制定について
藤岡市介護保険条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の制定について
藤岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について
藤岡市小口資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市中小企業設備近代化資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市工場立地法に基づく地域準則条例の制定について
藤岡市市営住宅管理条例の一部改正について
藤岡市特定公共賃貸住宅条例の一部改正について
藤岡市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について
藤岡市公園条例の一部改正について
財産の貸付けについて
字の区域の変更について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
平成２９年度藤岡市一般会計補正予算（第４号）
平成２９年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２９年度藤岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２９年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２９年度藤岡市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市学校給食センター事業特別会計補正予算（第２号）
平成２９年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市簡易水道事業等特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市三波川財産区特別会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市水道事業会計補正予算（第１号）
平成２９年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計補正予算（第１号）
平成３０年度藤岡市一般会計予算
平成３０年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算
平成３０年度藤岡市後期高齢者医療特別会計予算
平成３０年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算
平成３０年度藤岡市介護老人保健施設特別会計予算
平成３０年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成３０年度藤岡市学校給食センター事業特別会計予算
平成３０年度藤岡市下水道事業特別会計予算
平成３０年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
平成３０年度藤岡市簡易水道事業等特別会計予算
平成３０年度藤岡市三波川財産区特別会計予算
平成３０年度藤岡市水道事業会計予算
平成３０年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計予算
平成２９年度藤岡市一般会計補正予算（第５号）

若い人も高齢者も安心できる年金制度である全額国庫負担の最低保障年金制度創設を政府に求める請願
年金支給の隔月支給を毎月支給に改める請願

報告１号
第 １ 号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号
第 ５ 号
第 ６ 号
第 ７ 号
第 ８ 号
第 ９ 号
第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号

第１５号
第１６号

第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号
第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号
第５４号

第 １ 号
第 ２ 号

報 　 　 告
同 意 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）

可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）

可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 多 数 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）
可 決 （ 全 員 ）

不採択（少数）
不採択（少数）

議 案 等 審 議 結 果 〈 3 月 定 例 会 〉

藤岡市議会だより（30.5.15）７ 藤岡市議会だより（30.5.15）藤岡市議会だより（30.5.15）

録画放映画面です
画面を大きくすることもできます

ココをクリック！

議会中継
録画放映

議会中継
録画放映 をクリック



８

　
若
葉
萌
え
る
、
さ
わ
や
か
な

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
で
は
平
成
３０

年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

５５
議
案
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
６
名
の

議
員
に
よ
り
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
議
会
だ
よ
り

が
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
、
か
つ
、
親
し
ま
れ
る
紙
面

を
目
指
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
野
　
口
　
　
　
靖

副
委
員
長
　
青
　
木
　
貴
　
俊

委
　
　
員
　
大
久
保
　
協
　
城

委
　
　
員
　
橋
　
本
　
新
　
一

委
　
　
員
　
湯
　
井
　
廣
　
志

委
　
　
員
　
松
　
村
　
晋
　
之

委
　
　
員
　
窪
　
田
　
行
　
隆

委
　
　
員
　
針
　
谷
　
賢
　
一

藤岡市議会だより（30.5.15）１ 藤岡市議会だより（30.5.15） 藤岡市議会だより（30.5.15）藤岡市議会だより（30.5.15）１

委
　

員
　

長
　
橋
本
　
新
一

副
委
員
長
　
丸
山
　
　
保

委
　
　
員
　
湯
井
　
廣
志

委
　
　
員
　
窪
田
　
行
隆

委
　
　
員
　
茂
木
　
光
雄

委
　
　
員
　
針
谷
　
賢
一

委
　
　
員
　
隅
田
川
徳
一

ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
・

療
育
カ
ル
テ
に
つ
い
て

ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
・

療
育
カ
ル
テ
に
つ
い
て

市
立
図
書
館
に
つ
い
て

市
立
図
書
館
に
つ
い
て

視
察
年
月
日
●
平
成
２９
年
１０
月
２５
日
（
水
）・
２７
日
（
金
）

場
　
　
　
所
●
北
海
道
函
館
市
・
青
森
県
つ
が
る
市

3
月
定
例
会
の

あ

ら

ま

し

3
月
定
例
会
の

あ

ら

ま

し

　
定
例
会
は
、
２
月
２７
日
か
ら
３
月
１９

日
ま
で
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
５５
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
２７
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
５４
件
を
上
程
、

　
　
　
　
う
ち
３８
議
案
を
即
決
。

◆
２
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会
、

　
　
　
　
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◆
８
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◆
１４
・
１５
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◆
１９
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
１６
件
を
可
決
。

　
　
　
　
追
加
議
案
１
件
を
即
決
。

　
定
例
会
は
、
２
月
２７
日
か
ら
３
月
１９

日
ま
で
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
５５
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
２７
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
５４
件
を
上
程
、

　
　
　
　
う
ち
３８
議
案
を
即
決
。

◆
２
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会
、

　
　
　
　
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◆
８
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◆
１４
・
１５
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◆
１９
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
１６
件
を
可
決
。

　
　
　
　
追
加
議
案
１
件
を
即
決
。

　
函
館
市
で
は
、
子
ど
も
の
成

長
発
達
過
程
に
お
い
て
障
が
い

や
そ
の
疑
い
の
あ
る
子
に
対
し
、

早
期
に
発
見
し
適
切
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
小
冊

子
「
ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
」
、

「
療
育
カ
ル
テ
」
を
平
成
２０
年

度
に
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
作

成
経
緯
や
利
用
状
況
及
び
効
果

や
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
視

察
し
、
本
市
の
参
考
に
し
た
く

選
定
し
ま
し
た
。

　「
ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
」
は
、

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
発
達
障

が
い
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を

紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
成

し
、
乳
幼
児
健
康
診
査
の
際
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
実
施
し
て
い
る「
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」
も
、

「
ぱ
ー
そ
な
る
す
け
っ
ち
」
同

様
、
障
が
い
児
や
発
達
に
特
別

な
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を

対
象
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
一
貫
し
た
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
保
護
者
と
関
係
機

関
が
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
が
、
先
進

地
施
策
と
し
て
検
証
を
行
い
、

長
所
に
つ
い
て
は
今
後
の
参
考

に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
つ
が
る
市
で
は
、
平
成
４
年

に
誘
致
し
た
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル

つ
が
る
柏
」
内
に
、
市
立
図
書

館
を
開
館
す
る
に
あ
た
り
、
運

営
主
体
を
指
定
管
理
者
と
し
、

そ
こ
に
至
っ
た
経
緯
や
運
営
内

容
等
に
つ
い
て
視
察
し
、
本
市

の
市
立
図
書
館
運
営
の
参
考
に

す
る
た
め
選
定
し
ま
し
た
。

　
つ
が
る
市
は
、「
つ
が
る
市
社

会
教
育
施
設
整
備
基
本
構
想
」

を
策
定
し
、
複
合
型
施
設
の
中

に
計
画
さ
れ
て
い
た
市
立
図
書

館
が
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る

柏
」
別
館
を
活
用
し
、
平
成
２８

年
７
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
つ

が
る
市
に
は
市
立
図
書
館
が
今

ま
で
な
か
っ
た
こ
と
で
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
い
こ
と
か
ら
公
募
に
よ

っ
て
指
定
管
理
者
導
入
を
図
り
、

開
館
時
間
を
長
く
、
休
館
日
も

少
な
く
す
る
こ
と
や
小
中
学
生

向
け
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た

デ
ジ
タ
ル
学
習
教
材
を
導
入
し
、

学
習
支
援
す
る
な
ど
多
く
の
方

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
指
定
管

理
者
の
導
入
あ
る
い
は
建
物
の

老
朽
化
に
対
し
、
今
後
、
図
書

館
の
新
築
な
ど
の
構
想
が
生
じ

た
と
き
に
は
先
進
地
事
例
と
し

て
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
。

会議室にて説明を受ける

会議室にて説明を受ける


